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市 政 ル ポ 四
よ っ か い ち

日市市

地
域
資
源
の
活
用
で
目
指
す

産
業
と
文
化
の
調
和
し
た
環
境
先
進
都
市

人
・
モ
ノ
・
情
報
が 

交
流
す
る
地
理
的
条
件

　

三
重
県
四
日
市
市
の
市
名
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
「
四
日
の
市
」
に
由
来
し
て
い
る
。「
四
日

市
」
の
名
称
が
最
初
に
文
献
に
現
れ
る
の
は
15
世
紀

半
ば（
室
町
時
代
半
ば
）だ
。
つ
ま
り
毎
月
４
の
付
く

日
に
当
地
で「
市
」が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
少

な
く
と
も
５
０
０
年
以
上
も
の
歴
史
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
（
現
在
は
、
市
内
12
カ
所
で
定
期
市
が

開
か
れ
て
い
る
）。

　

江
戸
時
代
に
東
海
道（
五
十
三
次
）が
整
備
さ
れ
る

と
四
日
市
は
江
戸
・
日
本
橋
か
ら
数
え
て
43
番
目

（
四
十
三
次
）の
宿
場
町
と
な
り
、
ま
す
ま
す
に
ぎ
わ

い
が
増
し
た
。
定
期
市
の
開
か
れ
る
商
業
都
市
と
し

て
の
盛
名
も
全
国
区
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た

が
、
四
日
市
で
な
ぜ
５
０
０
年
以
上
も
前
に
こ
う
し

た
定
期
市
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ

に
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
最
大
の
要
因
が
四
日
市
の

地
理
的
条
件
に
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

旧
東
海
道
・
四
日
市
宿
に
は
東
海
道
と
伊
勢
街
道

の
分
岐
点（
日
永
追
分
）が
あ
り
、
現
在
、
そ
こ
に
は

「
江
戸
か
ら
１
０
０
里
」の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
旧
東

海
道
の
全
長
を
約
５
０
０
㎞（
実
際
は
４
９
２
㎞
）と

計
算
す
る
と
、
四
日
市
か
ら
京
ま
で
は
残
り
１
０
０

㎞
弱
。
京
ま
で
行
け
ば
も
ち
ろ
ん
大
阪
は
近
い
。
名

古
屋
は
同
じ
伊
勢
湾
に
面
し
て
お
り
、
ま
さ
に
指
呼

の
間
だ
。
高
速
交
通
網
の
な
か
っ
た
時
代
に
江
戸
と

直
結
す
る
東
海
道
沿
い
に
位
置
し
、
至
近
距
離
で
名

古
屋
・
京
都
・
大
阪
に
囲
ま
れ
、
天
然
の
良
港
（
四

日
市
湊
）
が
あ
り
、
日
本
全
国
か
ら
参
拝
客
が
集
ま

る
伊
勢
街
道
と
東
海
道
の
分
岐
点
に
も
当
た
る
。
こ

う
し
た
地
理
的
条
件
は「
人
・
モ
ノ
・
情
報
」が
自
然

に
集
ま
る
交
流
都
市
形
成
の
重
大
な
要
素
だ
。
そ
の

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
、
四
日
市
が
近
代
以
降
も
港
湾

都
市
と
し
て
、
産
業
都
市
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て

い
く
礎
と
も
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　
「
近
代
以
降
の
四
日
市
に
と
っ
て
の
最
も
大
き
な

転
換
点
は
、
明
治
17
年
、
地
元
の
廻
船
問
屋
・
稲
葉

三
右
衛
門
が
私
財
を
投
じ
て
行
っ
た
四
日
市
港

の
整
備
工
事
が
完
成
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
田
中
俊
行
・
四
日
市
市
長
だ
。

　

江
戸
時
代
末
期
の
安
政
大
地
震
に
よ
り
港
が
壊

滅
状
態
に
あ
っ
た
四
日
市
は
、
四
日
市
港
の
近
代
化

と
と
も
に
再
び
に
ぎ
わ
い
を
復
活
さ
せ
、
明
治
30
年

に
は
全
国
で
45
番
目
と
な
る
市
制
を
施
行
し
た
。
さ

ら
に
明
治
32
年
に
伊
勢
湾
で
最
初
の
開
港
場
に
指

定
さ
れ
る
と
、
食
料
品
・
肥
料
・
綿
花
な
ど
を
中
心

と
す
る
輸
入
港
と
し
て
発
展
。
繊
維
・
機
械
・
化
学

田
たなか

中俊
としゆき

行
四日市市長
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な
ど
の
近
代
工
業
が
勃
興
す
る
要
因
と
な
っ
た
。
四

日
市
港
は
そ
の
後
も
近
代
港
湾
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能

を
高
め
、
昭
和
11
年
に
は
日
本
板
硝
子
四
日
市
工

場
、
昭
和
16
年
に
石
原
産
業
四
日
市
工
場
（
化
学
産

業
）
が
操
業
開
始
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
湾
岸
工
業

地
帯
と
し
て
の
礎
が
築
か
れ
、
戦
後
の
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
「
塩
浜
地
区
に
は
戦
後
、
戦
時
中
に
稼
働
し
て
い

た
第
二
海
軍
燃
料
廠
の
跡
地
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
国

は
高
度
経
済
成
長
を
図
る
際
に
『
石
油
化
学
工
業
の

育
成
対
策
』
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て

昭
和
30
年
に
広
大
な
燃
料
廠
跡
地
へ
の
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
も
決
定
さ
れ
、
四
日
市
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
」（
田
中
市
長
）

　

四
日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
わ
が
国
の
高
度
経
済
成

長
と
と
も
に
急
速
に
発
展
。
拡
大
に
次
ぐ
拡
大
を
続

け
、
現
在
で
は
約
９
６
０
ha
の
広
大
な
敷
地
に
第
１
・

第
２
・
第
３
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

各
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
は
国
際
競
争
力
に
優
れ
た
多

数
の
大
手
メ
ー
カ
ー
が
立
地
し
、
平
成
24
年
実
績
で

は
、
１
兆
５
３
０
０
億
円（
化
学
工
業
約
９
０
０
０
億

円
、
石
油
・
石
炭
製
品
製
造
業
約
５
２
０
０
億
円
）

と
い
う
、
全
国
有
数
の
製
造
品
出
荷
額
を
記
録
し
て

い
る
。

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に 

光
を
当
て
る
工
場
萌
え
ブ
ー
ム

　

こ
う
し
た
急
成
長
の
背
景
に
は
、
ご
承
知
の
よ
う

に
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
か
ら
排
出
さ
れ
る
硫
黄

酸
化
物
な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
（
四
日
市
公
害
）
の
発

生
が
あ
り
、
そ
の
克
服
に
向
け
た
大
変
な
努
力
も
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
そ
の
成

果
は
、
四
日
市
市
を
世
界
的
に
も
類
例
の
な
い「
高
度

に
環
境
意
識
の
高
い
産
業
都
市
」
へ
と
変
身
さ
せ
る

が
、「
そ
の
事
実
が
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
傾

向
が
あ
る
」と
田
中
市
長
は
慨
嘆
す
る
。

　
「
例
え
ば
小
中
学
校
の
社
会
科
教
科
書
な
ど
も
、

毎日大量の物資が入出荷する四日市港（ポートビル14階展望室からの眺望）

昭和6年完成の末広橋梁（跳ね上げ式、国指定重文）と潮吹き堤防の重文コンビは、
コンビナートの新たな観光コンテンツ

今も市内中心部に残る旧東海道の街並み
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四
日
市
公
害
に
つ
い
て
は
記
述
し
て
も
、
少
し
前
ま

で
は
、
そ
の
後
の
克
服
の
プ
ロ
セ
ス
を
書
い
て
あ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

そ
こ
で
田
中
市
長
は
折
を
見
て
は
教
科
書
出
版
社

に
申
し
入
れ
、
四
日
市
公
害
の
そ
の
後
に
つ
い
て
の

認
識
を
改
め
て
も
ら
う
よ
う
努
め
、
少
し
ず
つ
改
善

さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
最
近
で
は
そ
う
し
た
地

道
な
努
力
が
報
わ
れ
る
か
の
よ
う
な
新
た
な
現
象
も

起
こ
り
始
め
て
い
る
。

　

７
〜
８
年
前
か
ら
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
石
油
化

学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
写
真
集
が
好
評
を
博
し
た
の
を

契
機
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
工
場
の
夜
景
が
ア
ッ

プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
工
場
萌
え
」（
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
な
ど
の
も
つ
構
造
美
を
好
む
現
象
）
と
い
う
言
葉

が
ブ
ー
ム
的
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
の

一
例
と
い
え
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
観
光
の
対
象
と

は
さ
れ
な
か
っ
た
全
国
の
工
業
地
帯
や
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
な
ど
の
風
景
や
夜
景
が
、
に
わ
か
に
有
力
な
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
注
目
を
集
め
始
め
た
。
中
で
も

四
日
市
市
・
川
崎
市
・
室
蘭
市
・
北
九
州
市
・
周
南
市
・

尼
崎
市
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
群
は
「
日
本
６
大
工
場
夜

景
」と
さ
れ
、
こ
の
６
市
は
平
成
22
年
か
ら
持
ち
回
り

で
「
工
場
夜
景
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
、
そ
の
魅
力
を
全

国
発
信
し
て
い
る
。（
当
初
は
四
日
市
市
・
川
崎
市
・

北
九
州
市
・
室
蘭
市
の
４
市
で
ス
タ
ー
ト
）

　

以
来
、
四
日
市
市
に
も
工
場
・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
観
光
客
が
多
数
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
と
り
わ
け
人
気
な
の
が
船
上
か
ら
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
夜
景
を
見
る
「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
夜
景
ク

ル
ー
ズ
」
だ
。
川
崎
市
に
続
い
て
四
日
市
市
も
平
成

22
年
か
ら「
四
日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
夜
景
ク
ル
ー
ズ
」

を
週
末
に
開
催
し
、
大
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　
「
こ
う
し
た
機
会
を
と
ら
え
て
四
日
市
市
の
新
た
な

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
平
成
23
年
に『
四
日
市
の
観

光
元
年
』を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
四
日
市
市
観
光
戦

略
会
議
を
立
ち
上
げ
、
お
も
て
な
し
機
能
を
加
え
た

観
光
案
内
所「
四
十
三（
よ
そ
み
）茶
屋
」の
設
置
な
ど
、

多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
に
基
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な

発
信
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
田
中
市
長
）

　

観
光
戦
略
会
議
発
案
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
に

も
、
四
日
市
市
で
は
次
の
よ
う
な
観
光
振
興
の
た
め

の
情
報
発
信
事
業
を
多
角
的
に
展
開
し
て
い
る
。

事
例
①
観
光
大
使
に
よ
る
魅
力
発
信
（
四
日
市
市
ゆ

か
り
の
各
界
著
名
人
10
名
に
委
嘱
。
任
期
３
年
）
／

事
例
②
海
外
で
の
情
報
発
信
（
友
好
都
市
の
天
津
で

「
四
日
市
フ
ェ
ア
」
開
催
）
／
事
例
③
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
こ
に
ゅ
う
ど
う
く
ん
」の
選
定（
ゆ

る
キ
ャ
ラ「
こ
に
ゅ
う
ど
う
く
ん
」を
四
日
市
市
の
宣

伝
マ
ン
に
任
命
し
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
大

活
躍
）
／
事
例
④
ご
当
地
グ
ル
メ
「
四
日
市
と
ん
て

き
」の
発
信（
厚
め
の
豚
肉
を
ニ
ン
ニ
ク
入
り
の
濃
い

タ
レ
で
ソ
テ
ー
。
キ
ャ
ベ
ツ
付
き
）／
事
例
⑤「
四
日

市
公
害
と
環
境
未
来
館
」
整
備
、
市
立
博
物
館
リ

四日市市の観光振興を盛り上げる観光大使の任命式（左は「こにゅうどう
くん」）

高級Ｂ級グルメとして人気の「四日市とんてき」

女性にも大人気の「コンビナート夜景クルーズ」
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四日市市　市 政 ル ポ

（三重県）

ニ
ュ
ー
ア
ル（
ど
ち
ら
も
平
成
27
年
３
月
オ
ー
プ
ン
。

「
四
日
市
公
害
と
環
境
未
来
館
」は
新
設
で
、
四
日
市

公
害
の
歴
史
と
教
訓
を
次
世
代
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
四
日
市
市
の
公
害
や
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

を
国
内
外
に
発
信
す
る
。
市
立
博
物
館
は
常
設
展
示

や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
を
一
体
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で「
道
」を
通
し
て
発
展
し
て

き
た
四
日
市
の
暮
ら
し
の
変
遷
を
展
示
）ほ
か
│
│
。

　

四
日
市
市
に
は
既
に
「
四
日
市
市
環
境
学
習
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
り
、
四
日
市
公
害
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の

対
策
史
な
ど
の
展
示
や
、
資
料
の
公
開
を
行
っ
て
き

た
。
そ
れ
ら
の
資
料
は
事
例
⑤
の
「
四
日
市
公
害
と

環
境
未
来
館
」
に
移
設
さ
れ
、
同
館
の
オ
ー
プ
ン
と

と
も
に「
四
日
市
市
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
」は
統
合
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
四
日
市
市
公
害
と
環
境

未
来
館
」
の
観
覧
は
、
工
場
夜
景
ク
ル
ー
ズ
な
ど
現

地
見
学
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
観

光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
か
つ
立
体
的
な
効
果
を
も
つ

コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

重
層
構
造
が
支
え
る 

産
業
都
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

四
日
市
市
の
こ
う
し
た
観
光
振
興
事
業
の
内
容
を

概
観
し
て
改
め
て
思
う
の
は
、「
四
日
市
公
害
」
に
対

す
る
四
日
市
市
の
尽
き
せ
ぬ
思
い
だ
。
悔
恨
や
反
省

は
も
ち
ろ
ん
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に

費
や
し
て
き
た
長
い
日
々
（
そ
れ
は
今
も
終
わ
っ
て
い

な
い
）を
絶
対
に
風
化
さ
せ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
が
、

観
光
振
興
策
に
も
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。

　

そ
の
決
意
は
同
時
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
重
化
学

工
業
・
先
端
産
業
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
な
が
ら
、

観
光
施
策
な
ど
を
通
じ
て
四
日
市
に
古
来
備
わ
っ
て

い
た
歴
史
・
文
化
的
土
壌
に
さ
ら
に
磨
き
を
掛
け
つ

つ
発
信
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
産
業
文
化
都
市
」（
産

業
と
文
化
が
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り
）
と
も
い
う
べ

き
新
し
い
都
市
像
を
、
四
日
市
市
が
目
指
す
要
因
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

産
業
と
文
化
が
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
後
に
述
べ
る
が
、
大
き
な
公
害
問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
そ
の
克
服
と
産
業
的
発
展
を
同
時
に
成
し
遂

げ
て
き
た
四
日
市
市
の
軌
跡
の
概
略
を
こ
こ
で
ご
紹

介
し
て
お
き
た
い
。

　

大
気
汚
染
は
昭
和
34
年
に
第
１
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が

本
格
稼
働
し
始
め
た
直
後
か
ら
発
生
し
、
そ
の
後
、

急
速
に
深
刻
化
し
て
い
く
。
市
民
を
中
心
と
す
る
反

公
害
運
動
も
激
化
し
て
い
く
が
、
四
日
市
市
で
は
衛

生
課
に「
公
害
対
策
係
」を
設
け
、
三
重
県
公
害
対
策

室
と
と
も
に
そ
の
対
策
に
当
た
っ
た
。
例
え
ば
昭
和

40
年
か
ら
四
日
市
市
が
実
施
し
た
市
単
独
に
よ
る
医

療
費
救
済
制
度
は
、
わ
が
国
で
は
初
の
取
り
組
み

で
、
そ
の
後
の
公
害
対
策
史
に
大
き
な
一
石
を
投
じ

た
施
策
と
し
て
、
今
日
で
も
評
価
が
高
い
。

　

さ
ら
に
昭
和
47
年
に
、
四
日
市
市
は
三
重
県
の
主

導
で
硫
黄
酸
化
物
の
総
排
出
量
規
制
に
踏
み
切
っ

た
。
そ
の
効
果
は
大
き
く
、
昭
和
51
年
度
に
は
市
内

全
域
で
、
ぜ
ん
そ
く
の
主
な
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化

硫
黄
濃
度
が
国
の
基
準
を
下
回
り
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
同
時
に
住
工
分
離
の
名
の
下
に
、
郊
外
丘
陵

部
に
大
規
模
な
住
宅
団
地
の
開
発
が
公
的
セ
ク
タ
ー

に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
高
度
経
済
成
長

期
か
ら
の
就
業
人
口
増
加
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
、
四
日
市
市
が
こ
れ
ま
で
人
口
減
少
に
転

世界最先端、世界最大級の半導体工場（東芝）

四日市市内だけを走る貴重な特殊狭軌（ナローゲージ）鉄道・近鉄
内部・八王子線
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じ
な
か
っ
た
要
因
と
も
言
え
る

　

ま
た
、
企
業
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
協
議
、
検
討

を
進
め
た
結
果
、
平
成
15
年
に
全
国
初
の「
技
術
集
積

活
用
型
産
業
再
生
特
区
」
の
認
定
を
受
け
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
臨
海
部
に
つ
い
て
は
汎
用
品
か
ら
高
度
部
材

の
供
給
へ
と
質
的
変
換
を
遂
げ
、
さ
ら
に
は
企
業
立
地

奨
励
制
度
や
民
間
研
究
所
立
地
奨
励
制
度
の
活
用
な

ど
に
よ
り
、
半
導
体
・
自
動
車
・
電
機
・
機
械
・
食

品
な
ど
多
様
な
産
業
の
内
陸
部
へ
の
誘
致
に
も
つ
な

が
っ
た
。
世
界
最
先
端
・
最
大
級
と
さ
れ
る
半
導
体
工

場（
東
芝
）の
誘
致
は
そ
の
象
徴
的
な
事
例
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
施
策
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
推
移
し
た

背
景
に
は
、
各
種
助
成
制
度
の
効
用
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
前
半
に
述
べ
た
交
通
の
要
衝
ぶ
り
な
ど
、
四

日
市
市
の
優
れ
た
地
理
的
環
境
も
奏
功
し
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　
「
四
日
市
は
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
交
通
の
要
衝

で
し
た
が
、
現
在
は
東
名
阪
自
動
車
道
や
名
神
高
速

道
路
、
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
、
伊
勢
自
動
車
道
な
ど

の
高
速
交
通
網
に
よ
っ
て
、
名
古
屋
・
京
都
・
大
阪

と
の
距
離
は
さ
ら
に
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
名
神
高

速
道
路
が
全
通
す
れ
ば
、
京
阪
に
加
え
て
神
戸
へ
の

道
の
り
も
格
段
に
便
利
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
中
部

国
際
空
港
は
伊
勢
湾
の
対
岸
に
見
え
て
い
ま
す
。
東

京
〜
名
古
屋
間
を
１
時
間
で
結
ぶ
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
が
開
通
す
れ
ば
、
名
古
屋
か
ら
30
分
の
四
日
市
は

東
京
と
も
１
時
間
半
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
」（
田
中
市
長
）

　

四
日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
製
造
品
出
荷
額
の
事
例

は
既
に
触
れ
た
が
、
こ
う
し
た
立
地
環
境
の
下
、

着
々
と
立
地
が
進
ん
だ
内
陸
部
の
工
業
地
帯
も
既
に

四
日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
互
角
の
成
績
を
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
平
成
24
年
度
の
製
造
品

出
荷
額
（
四
日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
・
内
陸
工
業
地
帯

を
含
む
）
は
約
２
兆
６
８
０
０
億
円
に
達
す
る
が
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
主
体
の
石
油
化
学
産
業
は
そ
の
う

ち
57
％
で
、
電
子
部
品
産
業
も
24
％
を
占
め
て
い

る
。
従
業
員
数
に
至
っ
て
は
石
油
化
学
産
業
が
約

30
％
な
の
に
対
し
、
電
子
部
品
産
業
は
25
％
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
製
品
の
高
付
加
価
値
化

が
奏
功
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
業
績
を
維
持
し
て
お

り
、
産
業
都
市
と
し
て
の
四
日
市
市
の
さ
ら
な
る
進

化
・
重
層
性
を
促
す
要
因
と
な
っ
て
い
る
事
実
は
見

逃
せ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
公
害
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
同
時
に

進
め
ら
れ
た
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
製
造
体

制
の
体
質
改
善
、
住
工
分
離
や
内
陸
部
へ
の
先
端
産

業
誘
致
な
ど
の
施
策
は
、
四
日
市
市
の
都
市
と
し
て

の
骨
格
さ
え
も
組
み
替
え
た
と
い
え
る
。
ま
た
公
害

問
題
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
、
各
種
の
脱
公
害

技
術
を
生
み
出
す
結
果
を
も
も
た
ら
し
た
。
そ
の
成

果
は
平
成
２
年
に
三
重
県
、
四
日
市
市
お
よ
び
中
部

経
済
界
の
連
携
で
設
立
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
（
公
益

財
団
法
人
国
際
環
境
技
術
移
転
セ
ン
タ
ー
）
の
存
在

が
象
徴
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
に
は
設
立
以
来
、
発
展

途
上
国
を
中
心
に
世
界
各
国
か
ら
、
四
日
市
発
の
産

業
に
お
け
る
先
進
的
な
環
境
保
全
技
術
を
学
ぶ
研
修

生
が
訪
れ
、
そ
の
成
果
を
持
ち
帰
り
続
け
て
お
り
、

国
際
的
な
評
価
も
高
い
。（
国
内
か
ら
の
研
修
生
も
受

け
付
け
て
い
る
）

産
業
と
文
化
が
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

四
日
市
市
は
平
成
24
年
に
「
四
日
市
の
文
化
力
元

年
」
を
宣
言
し
た
。
公
害
を
は
じ
め
幾
多
の
困
難
を

「大四日市まつり（8月）」（写真下）に登場する「大入道」（写真上）は日本一大きい
カラクリ人形（江戸時代末期製作）で、「こにゅうどうくん」の父親という設定
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乗
り
越
え
築
き
上
げ
て
き
た
産
業
都
市
と
し
て
の
実

力
は
、
既
に
述
べ
た
。
だ
が
真
の
意
味
で
魅
力
と
風

格
を
備
え
た
存
在
感
の
あ
る
都
市
に
な
る
に
は
、
産

業
の
活
力
だ
け
で
な
く
文
化
の
創
造
と
発
信
が
必
要

不
可
欠
と
の
認
識
か
ら
発
意
さ
れ
た
と
い
う
。

　

四
日
市
市
に
は
室
町
時
代
か
ら
続
く「
市
」や
土
鍋

の
全
国
シ
ェ
ア
８
割
を
占
め
る
萬
古
焼
、
全
国
一
の

生
産
量
を
誇
る「
か
ぶ
せ
茶
」な
ど
全
国
的
に
知
ら
れ

た
地
域
資
源
が
多
い
。
そ
れ
ら
伝
統
的
な
地
域
資
源

に
加
え
、
現
代
の
四
日
市
市
民
が
主
役
と
な
っ
て
自

ら
育
て
上
げ
、
全
国
発
信
で
き
る
文
化
を
創
造
す

る
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
地
域
の
誇
り
、
魅
力
や
風
格

を
醸
し
出
す
と
い
う
考
え
方
が
「
四
日
市
の
文
化
力

元
年
」宣
言
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
宣
言
に
基
づ
い
て
、
平
成
24
年
度
か

ら
「
全
国
フ
ァ
ミ
リ
ー
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
in

よ
っ
か
い
ち
（
フ
ァ
ミ
コ
ン
）」「
四
日
市

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
）」「
郷
土
が
誇
る
芸
能
大
会
」
が
同
時
に

開
始
さ
れ
た
。

　

中
で
も
「
家
族
」
と
「
絆き
ず
な」
を
テ
ー
マ
と
す

る
フ
ァ
ミ
コ
ン
は
、
文
化
力
の
創
造
・
発

信
の
中
核
的
事
業
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
全
国
公
募
で
選
ば
れ
た
家
族
（
親
族
）

に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
競
う
イ
ベ
ン
ト

で
、
既
に
３
回
実
施
さ
れ
、
注
目
度
も
じ

わ
じ
わ
全
国
区
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
は
市
民
に
よ
る
実
行
委
員

会
が
企
画
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎
年

１
０
０
組
も
の
プ
ロ
・
ア
マ
バ
ン
ド
が
参
加

し
、
新
名
物
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
市
内
各
地
区
の
推

薦
に
よ
る
出
場
者
が
伝
統
芸
能
や
趣
向
を
凝
ら
し
た

芸
能
を
披
露
し
合
う
郷
土
芸
能
大
会
と
合
わ
せ
、
形

態
の
違
う
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
と

同
様
に
、
地
域
や
家
族
の
絆
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な

い
も
の
ば
か
り
。
つ
ま
り
自
ず
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
定
着
す
れ
ば
、
四
日
市
市
が
目
指
す
「
産
業
と
文

化
の
調
和
し
た
環
境
先
進
都
市
」
へ
の
道
筋
も
よ
り

鮮
明
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
昨
年
は
、
地
元
の
廻
船
問
屋
・
稲
葉
三

右
衛
門
が
明
治
時
代
に
近
代
港
湾
・
四
日
市
港
の
整

備
工
事
を
完
成
さ
せ
て
か
ら
、
１
３
０
年
の
節
目
に

当
た
る
年
だ
っ
た
。
折
し
も
昨
年
３
月
、
前
年
に
新

た
に
設
置
さ
れ
た
四
日
市
市
産
業
活
性
化
戦
略
会
議

は
「
四
日
市
市
と
産
業
活
性
化
戦
略
に
関
す
る
提
言

書
」
を
策
定
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
後
の
四

日
市
市
が
目
指
す
産
業
都
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を

「
日
本
の
産
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
ア
ジ
ア
随
一
の
ク
ォ

リ
テ
ィ
産
業
都
市
」と
定
め
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば
従
来
培
わ
れ

て
き
た
高
速
交
通
網
は
、
ま
っ
た
く
の
新
段
階
に
突

入
す
る
。
そ
の「
時
」に
照
準
を
合
わ
せ
、
市
民
主
体

の
文
化
力
を
地
道
に
醸
成
し
つ
つ
、
産
業
都
市
と
し

て
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、
そ
の
調

和
の
達
成
を
目
標
に
進
化
し
て
い
く
四
日
市
市
の

「
今
後
」は
要
注
目
だ
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
26
年
11
月
18
日
）

全国区ブランド四日市の「かぶせ茶」を生み出す広大な茶畑

市民が企画・運営の「四日市ジャズフェスティバル」（毎年9月）

家族と絆がテーマの「全国ファミリー音楽コンクール」（2014年グランプリチーム）
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